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1. 2021年3月期の連結業績（2020年4月1日～2021年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年3月期 481,645 △22.7 △16,354 ― △8,146 ― △28,769 ―

2020年3月期 622,916 0.1 47,363 △4.2 49,288 △4.5 28,879 △5.2

（注）包括利益 2021年3月期　　△24,232百万円 （―％） 2020年3月期　　18,380百万円 （△34.4％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率

営業収益営業利益
率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2021年3月期 △146.29 ― △7.4 △0.7 △3.4

2020年3月期 146.89 137.21 7.2 4.3 7.6

（参考） 持分法投資損益 2021年3月期 1,253百万円 2020年3月期 2,562百万円

（注）2021年3月期における潜在株式調整後1株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの、1株当たり当期純損失であるため記載しておりませ
ん。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2021年3月期 1,191,131 407,512 31.2 1,891.76

2020年3月期 1,164,979 438,401 34.7 2,053.10

（参考） 自己資本 2021年3月期 372,014百万円 2020年3月期 403,771百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2021年3月期 19,685 △44,235 49,413 53,459

2020年3月期 70,247 △62,527 △898 32,011

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2020年3月期 ― 0.00 ― 25.00 25.00 4,917 17.0 1.2

2021年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―

2022年3月期(予想) ― 0.00 ― 12.50 12.50 22.3



3. 2022年3月期の連結業績予想（2021年4月1日～2022年3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 245,000 8.0 1,500 ― 3,000 ― 500 ― 2.54

通期 530,000 10.0 13,000 ― 16,000 ― 11,000 ― 55.94

（注）2022年３月期の期首より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号）等を適用するため、上記の連結業績予想は当該会計基準等を適用した後
の金額となっております。

※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2021年3月期 196,700,692 株 2020年3月期 196,700,692 株

② 期末自己株式数 2021年3月期 50,559 株 2020年3月期 36,349 株

③ 期中平均株式数 2021年3月期 196,656,567 株 2020年3月期 196,606,065 株

（参考）個別業績の概要

1. 2021年3月期の個別業績（2020年4月1日～2021年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年3月期 78,316 △28.6 △3,604 ― △3 ― △13,130 ―

2020年3月期 109,742 △0.1 21,767 △5.2 26,819 △3.6 18,180 △15.6

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

2021年3月期 △66.76 ―

2020年3月期 92.46 86.37

（注）2021年3月期における潜在株式調整後1株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの、1株当たり当期純損失であるため記載しておりませ
ん。

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2021年3月期 861,667 278,202 32.3 1,414.54

2020年3月期 810,084 294,500 36.4 1,497.30

（参考） 自己資本 2021年3月期 278,202百万円 2020年3月期 294,500百万円



2. 2022年3月期の個別業績予想（2021年4月1日～2022年3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 92,400 18.0 6,500 ― 5,400 ― 6,300 ― 32.03

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社
としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想に関する事項については、
決算短信（添付資料）P.6「1.経営成績等の概況（4）今後の見通し」をご覧ください。

・決算補足説明資料の入手方法について

決算補足説明資料は、ＴDnetで同日開示するとともに、当社ホームページに掲載しております。

・決算説明会の資料の入手方法について

当社は、2021年5月27日(木)に機関投資家・アナリスト向け説明会を開催する予定です。

また、この説明会で配布する資料については、開催後、速やかに当社ホームページに掲載する予定です。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

　

当期（2020年４月１日から2021年３月31日まで）におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響によ

る経済活動の抑制などにより、厳しい状況で推移しました。当社グループにおいても、新型コロナウイルス感染症

の影響による移動需要の減少やサービス消費の低迷等により、これまでに経験したことのない厳しい事業環境とな

りました。

このような状況のもと、当社グループでは、安全を最優先にした事業運営の継続と収支改善等に努めたものの、

新型コロナウイルス感染症の影響は甚大であり、営業収益は、481,645百万円（前期比22.7％減）、営業損益は、前

期に比べ63,717百万円収支悪化し16,354百万円の損失となりました。経常損益は、営業損失により前期に比べ

57,435百万円収支悪化し8,146百万円の損失となりました。親会社株主に帰属する当期純損益は、新型コロナウイル

ス感染症の影響による業績悪化等での減損損失の計上や前年の整理損失引当金戻入額の反動減などにより前期に比

べ57,649百万円収支悪化し28,769百万円の損失となりました。

セグメント別の主な取組み及び経営成績は、次のとおりであります。

　

①①①①①交通事交通事交通事交通事交通事業業業業業

〔主な取組み〕

鉄軌道事業では、当社は、都市計画事業の一環として、知立駅付近や布袋駅付近など５ヵ所で高架化工事を進め、

布袋駅付近の高架化工事では、上下線の高架本線への切替えが完了したほか、新安城駅や味美駅等で駅改良工事を

実施するなど、引続き安全面の強化やお客さまサービスの向上に努めました。また、お客さまに安心してご利用い

ただくため、新型コロナウイルス感染症対策として、全列車での終日車内換気、車両・主要駅の駅設備の定期的な

消毒を行ったほか、主要駅の時間帯別利用状況をホームページに公開するなどの対策を実施しました。このほか、

営業施策面では、沿線地域の魅力を発信する取組み「ＥＭＯＴＩＯＮ！」の展開にあわせ、可児市・豊田市と連携

し、沿線観光資源の発掘・発信及び誘客に努めました。

バス事業では、名鉄バス㈱は、需給の適正化を図るため、柔軟なダイヤ改正を実施したほか、新型コロナウイル

ス感染症対策として、車内の換気・消毒の実施や高速バスにおいて、外気導入空調やプラズマクラスターイオン発

生装置を使用するなどの対策に取組みました。また、濃飛乗合自動車㈱は、「平湯バスターミナル」をリニューア

ルし、多言語案内放送システムやクレジットカード・ＱＲ決済対応自動券売機を導入するなど、サービスの向上を

図りました。

タクシー事業では、名古屋市内を拠点とする各社等において、無料Ｗｉ－Ｆｉサービスの導入を進めるなど、利

便性の向上に努めました。

〔経営成績〕

交通事業の営業収益は、新型コロナウイルス感染症の影響での外出自粛により104,995百万円（前期比35.8％減）

となり、営業損益は、全事業の減収により前期に比べ39,443百万円収支悪化し17,866百万円の損失となりました。

　 (業種別営業成績表)

営業収益 営業利益

当期 前期 増減率 当期 前期 増減率

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％

鉄軌道事業 64,935 96,496 △32.7 △7,978 18,413 ―

バス事業 26,593 43,336 △38.6 △6,350 2,527 ―

タクシー事業 15,804 26,154 △39.6 △3,716 478 ―

調整額 △2,339 △2,441 ― 178 157 ―

計 104,995 163,544 △35.8 △17,866 21,577 ―
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②②②②②運送事運送事運送事運送事運送事業業業業業

〔主な取組み〕

トラック事業では、名鉄運輸㈱は、西日本地区のグループ主要ターミナルとして、「名鉄トラックターミナル関

西」をオープンし、関西地区における様々な輸送ニーズに応える複合拠点の構築を行いました。

〔経営成績〕

運送事業の営業収益は、新型コロナウイルス感染症の影響での貨物取扱量の減少などにより128,901百万円（前期

比6.7％減）となり、営業利益は、減収により2,350百万円（前期比56.0％減）となりました。

　 (業種別営業成績表)

営業収益 営業利益

当期 前期 増減率 当期 前期 増減率

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％

トラック事業 149,776 158,125 △5.3 3,591 4,762 △24.6

海運事業 12,655 16,342 △22.6 △1,307 525 ―

調整額 △33,530 △36,248 ― 66 55 ―

計 128,901 138,220 △6.7 2,350 5,342 △56.0

③③③③③不動産事不動産事不動産事不動産事不動産事業業業業業

〔主な取組み〕

不動産賃貸業では、当社は、駅商業施設「μＰＬＡＴ(ミュープラット)」を大曽根駅と名鉄一宮駅(第一期エリ

ア)に開業したほか、大里駅直結の法人向け社員寮を、シェアスペースを併設した一般向け賃貸マンションにリノベ

ーションするなど、魅力ある沿線・地域づくりを推進しました。

また、不動産分譲業では、名鉄不動産㈱は、「エムズシティ新安城ブランシエラ」の販売を行うなど、沿線にお

ける分譲マンション開発に取組みました。

〔経営成績〕

不動産事業の営業収益は、不動産分譲業におけるマンション販売の引渡戸数の減少に加え、不動産賃貸業におけ

る駐車場利用の減少などにより85,402百万円（前期比15.3％減）となり、営業利益は、全事業の減収により10,667

百万円（前期比25.5％減）となりました。

　 (業種別営業成績表)

営業収益 営業利益

当期 前期 増減率 当期 前期 増減率

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％

不動産賃貸業 43,246 48,940 △11.6 5,775 8,822 △34.5

不動産分譲業 35,422 44,606 △20.6 2,293 2,956 △22.4

不動産管理業 14,551 15,181 △4.2 393 582 △32.4

調整額 △7,816 △7,859 ― 2,204 1,947 ―

計 85,402 100,869 △15.3 10,667 14,309 △25.5
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④④④④④レジャーレジャーレジャーレジャーレジャー・・・・・サービス事サービス事サービス事サービス事サービス事業業業業業

〔主な取組み〕

ホテル業では、名鉄イン㈱は、「名鉄イン新大阪駅東口」を大阪市東淀川区に、「ホテルミュッセ京都四条河原

町名鉄」を京都市中京区に、いずれも関西圏において初めて開業し、収益力及びブランド認知度の向上に努めまし

た。

観光施設事業では、奥飛観光開発㈱は、新穂高ロープウェイの開業50周年を記念して、２階建てゴンドラのリニ

ューアルを実施するなど、施設の魅力向上を図りました。また、㈱名鉄インプレスは、運営する施設において、各

種催事を実施するなど、集客力の向上に努めました。

〔経営成績〕

レジャー・サービス事業の営業収益は、新型コロナウイルス感染症の影響での観光需要の低下により20,007百万

円（前期比60.1％減）となり、営業損益は、全事業の減収により前期に比べ13,620百万円収支悪化し13,008百万円

の損失となりました。

　 (業種別営業成績表)

営業収益 営業利益

当期 前期 増減率 当期 前期 増減率

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％

ホテル業 5,912 17,727 △66.6 △4,738 570 ―

観光施設事業 10,821 19,162 △43.5 △2,013 99 ―

旅行業 3,732 13,907 △73.2 △6,258 △75 ―

調整額 △459 △659 ― 2 16 ―

計 20,007 50,137 △60.1 △13,008 611 ―

⑤⑤⑤⑤⑤流通事流通事流通事流通事流通事業業業業業

〔経営成績〕

流通事業の営業収益は、新型コロナウイルス感染症の影響での外出自粛や百貨店業における臨時休業により

111,272百万円（前期比20.8％減）となり、営業損益は、減収により前期に比べ2,515百万円収支悪化し2,185百万円

の損失となりました。

　 (業種別営業成績表)

営業収益 営業利益

当期 前期 増減率 当期 前期 増減率

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％

百貨店業 43,048 61,832 △30.4 △2,389 △568 ―

その他物品販売 69,199 79,957 △13.5 204 750 △72.8

調整額 △975 △1,252 ― 0 149 ―

計 111,272 140,538 △20.8 △2,185 330 ―
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⑥⑥⑥⑥⑥航空関連サービス事航空関連サービス事航空関連サービス事航空関連サービス事航空関連サービス事業業業業業

〔主な取組み〕

中日本航空㈱は、本社整備工場の全面建替えを行い、整備体制の強化等を図ったほか、無人飛行ロボット（ドロ

ーン）を活用した荷物輸送の社会実装を目指す事業を当社とともに愛知県から受託し、先端技術を活用した実証実

験を実施しました。

〔経営成績〕

航空関連サービス事業の営業収益は、新型コロナウイルス感染症の影響での機内食事業の受注減少により22,983

百万円（前期比15.7％減）となり、営業利益は、減収により1,959百万円（前期比25.1％減）となりました。

　

　 (業種別営業成績表)

営業収益 営業利益

当期 前期 増減率 当期 前期 増減率

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％

航空関連サービス事業 23,334 27,650 △15.6 1,952 2,609 △25.2

調整額 △351 △398 ― 7 7 ―

計 22,983 27,251 △15.7 1,959 2,616 △25.1

⑦⑦⑦⑦⑦その他の事その他の事その他の事その他の事その他の事業業業業業

〔経営成績〕

その他の事業の営業収益は、新型コロナウイルス感染症の影響での設備保守整備事業の受注減少などにより

45,862百万円（前期比12.0％減）となり、営業利益は、減収により1,752百万円（前期比38.6％減）となりました。

　 (業種別営業成績表)

営業収益 営業利益

当期 前期 増減率 当期 前期 増減率

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％

設備保守整備事業 25,807 30,973 △16.7 1,041 2,003 △48.0

その他事業 20,674 22,030 △6.2 702 838 △16.3

調整額 △619 △879 ― 8 12 ―

計 45,862 52,123 △12.0 1,752 2,854 △38.6
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（２）当期の財政状態の概況

当期末における総資産は、資金調達により現金及び預金が増加したことなどにより、前期末に比べ26,151百万円

増加し1,191,131百万円となりました。

負債は、社債や借入金が増加したことなどにより、前期末に比べ57,041百万円増加し783,619百万円となりまし

た。

純資産は、親会社株主に帰属する当期純損失の計上による利益剰余金の減少などにより、前期末に比べ30,889百

万円減少し407,512百万円となりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当期末における現金及び現金同等物の残高は、前期末に比べ21,448百万円増加し、53,459百万円となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純損失を計上したことなどにより、前期に比べ50,561

百万円減少し19,685百万円となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、固定資産の取得による支出の減少などにより、18,292百万円増加し△

44,235百万円となりました。

また、財務活動によるキャッシュ・フローは、社債の発行による収入の増加などにより、50,311百万円増加し

49,413百万円となりました。

（４）今後の見通し

当社グループでは、３月に公表しました名鉄グループ中期経営計画「Ｔｕｒｎ－Ｏｖｅｒ ２０２３ ～反転攻

勢に向けて～」の目標指標達成に向けて、計画的に諸施策を推進してまいります。

しかしながら、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う国内での外出自粛や世界的な規模での移動制限等により、

当社グループにおいても交通事業、レジャー・サービス事業、流通事業を中心に、幅広い事業セグメントでその影

響を受けております。

今後の見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染症の影響については、今後の広がり方や収束時期等を正

確に予測することは未だに困難な状況にありますが、2022年３月に向けて緩やかに新型コロナウイルス感染者数が

減少していくとの仮定を置き、業績予想を算定いたしました。

計画初年度の2022年３月期の連結業績予想につきましては、営業収益は、レジャー・サービス事業や交通事業の

回復を主因に増収となり、全体で530,000百万円（前期比10.0％増）を見込んでおります。営業利益は、増収により

13,000百万円（前期は16,354百万円の営業損失）を見込んでおります。経常利益は、営業黒字により16,000百万円

（前期は8,146百万円の経常損失）を見込み、親会社株主に帰属する当期純利益は、経常黒字に加え、特別損益の改

善により11,000百万円（前期は28,769百万円の親会社株主に帰属する当期純損失）を見込んでおります。

また、利益配分につきましては、当社は鉄軌道事業の公共的使命の達成を図るため、長期にわたり安定的な経営

に努めるとともに、業績と経営環境を総合的に勘案しつつ、安定した配当を維持することを基本としておりますが、

今後の業績や経営環境、財政状態（内部留保の充実）等、様々な観点から検討し、期末配当予想は１株当たり12円

50銭としております。

なお、今回公表いたしました業績予想につきましては、発表日現在で入手可能な情報に基づき作成したものであ

り、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と大きく異なる場合があります。

※2022年３月期の期首より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号）等を適用するため、上記の連

結業績予想は当該会計基準等を適用した後の金額となっておりますが、連結全体では、これによる影響は軽微で

す。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、国内同業他社との比較可能性を考慮し、会計基準につきましては、日本基準を適用しておりま

す。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当連結会計年度
(2021年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 27,702 54,019

受取手形及び売掛金 56,644 61,829

短期貸付金 2,084 1,968

分譲土地建物 65,804 64,617

商品及び製品 9,019 6,154

仕掛品 1,641 1,846

原材料及び貯蔵品 4,269 4,566

その他 22,184 20,282

貸倒引当金 △208 △187

流動資産合計 189,143 215,097

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 297,403 296,888

機械装置及び運搬具（純額） 86,005 82,583

土地 367,748 359,179

リース資産（純額） 9,679 11,625

建設仮勘定 62,158 73,951

その他（純額） 8,776 7,199

有形固定資産合計 831,771 831,429

無形固定資産

施設利用権 5,586 5,379

のれん 1,211 854

リース資産 119 75

その他 3,085 2,912

無形固定資産合計 10,002 9,222

投資その他の資産

投資有価証券 98,625 101,642

長期貸付金 549 485

繰延税金資産 18,665 16,772

その他 16,607 16,858

貸倒引当金 △385 △376

投資その他の資産合計 134,062 135,382

固定資産合計 975,836 976,033

資産合計 1,164,979 1,191,131
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当連結会計年度
(2021年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 77,526 72,424

短期借入金 45,995 53,920

1年内償還予定の社債 10,000 25,000

リース債務 1,932 1,727

未払法人税等 8,180 2,808

従業員預り金 19,949 20,680

賞与引当金 6,091 5,088

整理損失引当金 1,088 178

商品券等引換引当金 1,838 1,739

その他 90,185 98,212

流動負債合計 262,787 281,782

固定負債

社債 175,100 215,100

長期借入金 161,514 156,355

リース債務 8,884 11,384

繰延税金負債 3,116 3,770

再評価に係る繰延税金負債 56,110 55,222

役員退職慰労引当金 1,344 1,279

整理損失引当金 4,403 5,963

商品券等引換引当金 380 405

退職給付に係る負債 32,514 32,893

その他 20,422 19,461

固定負債合計 463,790 501,836

負債合計 726,577 783,619

純資産の部

株主資本

資本金 101,158 101,158

資本剰余金 35,266 35,289

利益剰余金 167,207 132,675

自己株式 △59 △101

株主資本合計 303,572 269,022

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 13,012 15,402

繰延ヘッジ損益 △617 183

土地再評価差額金 87,227 86,853

為替換算調整勘定 △27 △35

退職給付に係る調整累計額 603 587

その他の包括利益累計額合計 100,198 102,991

非支配株主持分 34,630 35,497

純資産合計 438,401 407,512

負債純資産合計 1,164,979 1,191,131
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2019年４月１日
　至 2020年３月31日)

当連結会計年度
(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

営業収益 622,916 481,645

営業費

運輸業等営業費及び売上原価 520,579 451,261

販売費及び一般管理費 54,974 46,739

営業費合計 575,553 498,000

営業利益又は営業損失（△） 47,363 △16,354

営業外収益

受取利息 25 25

受取配当金 1,889 1,259

持分法による投資利益 2,562 1,253

雇用調整助成金 － 7,175

雑収入 1,907 2,913

営業外収益合計 6,384 12,626

営業外費用

支払利息 3,245 3,231

整理損失引当金繰入額 553 122

雑支出 660 1,064

営業外費用合計 4,459 4,418

経常利益又は経常損失（△） 49,288 △8,146

特別利益

固定資産売却益 800 441

工事負担金等受入額 2,018 4,378

投資有価証券売却益 1,038 2,520

整理損失引当金戻入額 4,816 -

その他 614 572

特別利益合計 9,287 7,913

特別損失

固定資産売却損 1,700 215

減損損失 6,338 9,334

固定資産除却損 1,019 639

投資有価証券売却損 － 3,327

投資有価証券評価損 37 47

整理損失引当金繰入額 276 1,758

工事負担金等圧縮額 1,770 3,941

その他 95 3,026

特別損失合計 11,238 22,291

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損
失（△）

47,337 △22,525

法人税、住民税及び事業税 14,987 3,896

法人税等調整額 375 1,290

法人税等合計 15,363 5,186

当期純利益又は当期純損失（△） 31,974 △27,712

非支配株主に帰属する当期純利益 3,094 1,057

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に
帰属する当期純損失（△）

28,879 △28,769
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2019年４月１日
　至 2020年３月31日)

当連結会計年度
(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当期純利益又は当期純損失（△） 31,974 △27,712

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △11,741 2,067

繰延ヘッジ損益 △713 823

為替換算調整勘定 △3 △8

退職給付に係る調整額 △509 166

持分法適用会社に対する持分相当額 △626 430

その他の包括利益合計 △13,593 3,479

包括利益 18,380 △24,232

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 15,476 △25,509

非支配株主に係る包括利益 2,903 1,276
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（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度（自 2019年４月１日 至 2020年３月31日）

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 100,778 34,939 142,912 △30 278,600

当期変動額

新株の発行 380 380 760

剰余金の配当 △5,398 △5,398

親会社株主に帰属する

当期純利益又は親会社

株主に帰属する当期純

損失（△）

28,879 28,879

自己株式の取得 △61 △61

自己株式の処分 △11 32 21

土地再評価差額金の取

崩
824 824

利益剰余金から資本剰

余金への振替
11 △11 ―

連結子会社の決算期変

更に伴う変動
― ―

持分法適用会社に対す

る持分変動に伴う自己

株式の増減

△0 △0

非支配株主との取引に

係る親会社の持分変動
△53 △53

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 380 326 24,295 △28 24,972

当期末残高 101,158 35,266 167,207 △59 303,572

その他の包括利益累計額

非支配株主

持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

土地再評価

差額金

為替換算

調整勘定

退職給付に

係る調整

累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 25,224 81 88,052 △24 1,092 114,426 32,001 425,027

当期変動額

新株の発行 760

剰余金の配当 △5,398

親会社株主に帰属する

当期純利益又は親会社

株主に帰属する当期純

損失（△）

28,879

自己株式の取得 △61

自己株式の処分 21

土地再評価差額金の取

崩
824

利益剰余金から資本剰

余金への振替
―

連結子会社の決算期変

更に伴う変動
―

持分法適用会社に対す

る持分変動に伴う自己

株式の増減

△0

非支配株主との取引に

係る親会社の持分変動
△53

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△12,211 △698 △824 △3 △489 △14,227 2,628 △11,598

当期変動額合計 △12,211 △698 △824 △3 △489 △14,227 2,628 13,373

当期末残高 13,012 △617 87,227 △27 603 100,198 34,630 438,401
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　当連結会計年度（自 2020年４月１日 至 2021年３月31日）

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 101,158 35,266 167,207 △59 303,572

当期変動額

新株の発行 ― ― ―

剰余金の配当 △4,917 △4,917

親会社株主に帰属する

当期純利益又は親会社

株主に帰属する当期純

損失（△）

△28,769 △28,769

自己株式の取得 △42 △42

自己株式の処分 △0 0 0

土地再評価差額金の取

崩
△73 △73

利益剰余金から資本剰

余金への振替
0 △0 ―

連結子会社の決算期変

更に伴う変動
△772 △772

持分法適用会社に対す

る持分変動に伴う自己

株式の増減

― ―

非支配株主との取引に

係る親会社の持分変動
23 23

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― 23 △34,532 △41 △34,550

当期末残高 101,158 35,289 132,675 △101 269,022

その他の包括利益累計額

非支配株主

持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

土地再評価

差額金

為替換算

調整勘定

退職給付に

係る調整

累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 13,012 △617 87,227 △27 603 100,198 34,630 438,401

当期変動額

新株の発行 ―

剰余金の配当 △4,917

親会社株主に帰属する

当期純利益又は親会社

株主に帰属する当期純

損失（△）

△28,769

自己株式の取得 △42

自己株式の処分 0

土地再評価差額金の取

崩
△73

利益剰余金から資本剰

余金への振替
―

連結子会社の決算期変

更に伴う変動
△772

持分法適用会社に対す

る持分変動に伴う自己

株式の増減

―

非支配株主との取引に

係る親会社の持分変動
23

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
2,389 800 △373 △7 △16 2,793 867 3,660

当期変動額合計 2,389 800 △373 △7 △16 2,793 867 △30,889

当期末残高 15,402 183 86,853 △35 587 102,991 35,497 407,512
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2019年４月１日
　至 2020年３月31日)

当連結会計年度
(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期
純損失（△）

47,337 △22,525

減価償却費 41,239 39,351

減損損失 6,338 9,334

のれん償却額 356 356

貸倒引当金の増減額（△は減少） △13 △24

賞与引当金の増減額（△は減少） 157 △808

整理損失引当金の増減額（△は減少） △4,995 654

その他の引当金の増減額（△は減少） △250 620

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 392 612

受取利息及び受取配当金 △1,914 △1,284

支払利息 3,245 3,231

雇用調整助成金 ― △7,296

持分法による投資損益（△は益） △2,562 △1,253

固定資産売却損益（△は益） 900 △226

固定資産除却損 1,048 637

投資有価証券評価損益（△は益） 37 47

投資有価証券売却損益（△は益） △1,038 807

工事負担金等受入額 △2,018 △4,378

売上債権の増減額（△は増加） 6,952 △5,889

たな卸資産の増減額（△は増加） 52 8,506

割増退職金 ― 12

仕入債務の増減額（△は減少） △7,089 △563

その他 △2,960 6,858

小計 85,215 26,782

利息及び配当金の受取額 2,597 1,992

利息の支払額 △3,250 △3,219

割増退職金の支払額 ― △12

雇用調整助成金の受取額 ― 6,733

法人税等の支払額 △14,314 △12,591

営業活動によるキャッシュ・フロー 70,247 19,685
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2019年４月１日
　至 2020年３月31日)

当連結会計年度
(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △75,343 △62,090

固定資産の売却による収入 2,550 1,454

投資有価証券の取得による支出 △2,524 △110

投資有価証券の売却及び償還による収入 1,329 2,883

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

― △374

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る支出

△31 △747

短期貸付けによる支出 △26 △538

短期貸付金の回収による収入 586 416

長期貸付けによる支出 △43 △31

長期貸付金の回収による収入 32 23

工事負担金等受入による収入 11,529 14,992

その他 △586 △112

投資活動によるキャッシュ・フロー △62,527 △44,235

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） 3,264 △2,000

長期借入れによる収入 25,714 26,375

長期借入金の返済による支出 △32,033 △22,583

社債の発行による収入 19,881 64,707

社債の償還による支出 △10,000 △10,000

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

△20 △31

リース債務の返済による支出 △1,939 △1,760

自己株式の売却による収入 1 0

自己株式の取得による支出 △61 △42

非支配株主への配当金の支払額 △306 △331

配当金の支払額 △5,398 △4,920

財務活動によるキャッシュ・フロー △898 49,413

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2 △8

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 6,819 24,856

現金及び現金同等物の期首残高 25,192 32,011

連結子会社の決算期変更に伴う現金及び現金同等物
の増減額（△は減少）

― △3,407

現金及び現金同等物の期末残高 32,011 53,459
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

　 該当事項はありません。

(追加情報)

(新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り)

新型コロナウイルス感染症の影響については、今後の広がり方や収束時期等を正確に予測することは未だに困難な

状況にありますが、固定資産の減損における将来キャッシュ・フローや繰延税金資産の回収可能性等の会計上の見積

りにあたっては、2022年３月に向けて緩やかに新型コロナウイルス感染者数が減少していくとの仮定を置いておりま

す。

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、当社における鉄軌道事業を中心に、交通、運送、不動産、レジャー、流通、航空関連、設備の

保守・整備等、多種多様なサービス業を展開しております。

当社グループは、上記の事業内容を基礎としたサービス別のセグメントから構成されており、「交通事業」、

「運送事業」、「不動産事業」、「レジャー・サービス事業」、「流通事業」及び「航空関連サービス事業」を報

告セグメントとしております。

報告セグメントにおける各事業区分の事業内容は、以下のとおりであります。

　交通事業 ・・・・・・・・ 鉄道、乗合・貸切バス、タクシー

　運送事業 ・・・・・・・・ トラック、海運

　不動産事業 ・・・・・・・・ 不動産の分譲・賃貸・管理

　レジャー・サービス事業 ・・・・ ホテル・レストラン・観光施設の経営、旅行業

　流通事業 ・・・・・・・・ 百貨店業、石油製品等の販売、商品販売

　航空関連サービス事業 ・・・・・ 航空事業、機内食の調製

２ 報告セグメントごとの営業収益、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

報告セグメントの利益又は損失は、営業利益又は営業損失ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及

び振替高は市場実勢価格に基づいております。
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３ 報告セグメントごとの営業収益、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

　 前連結会計年度(自 2019年４月１日 至 2020年３月31日)

(単位：百万円)

交通事業 運送事業
不動産

事業

レジャー

・サービ

ス事業

流通事業

航空関連

サービス

事業

その他の

事業

(注)１

合計
調整額

(注)２

連結財務諸

表計上額

(注)３

営業収益

外部顧客に対

する営業収益
161,214 137,798 90,372 48,806 127,608 27,251 29,866 622,916 ― 622,916

セグメント間

の内部営業収

益又は振替高

2,330 421 10,497 1,331 12,930 ― 22,257 49,769 △49,769 ―

計 163,544 138,220 100,869 50,137 140,538 27,251 52,123 672,686 △49,769 622,916

セグメント利益 21,577 5,342 14,309 611 330 2,616 2,854 47,642 △279 47,363

セグメント資産 504,719 118,032 305,528 38,488 47,213 24,986 66,112 1,105,081 59,897 1,164,979

その他の項目

減価償却費 18,577 6,873 6,483 1,120 2,384 2,689 3,547 41,676 △437 41,239

のれんの償却額 ― ― 351 ― ― ― 5 356 ― 356

減損損失 817 247 3,212 251 1,484 ― 324 6,338 ― 6,338

有形固定資産及

び無形固定資産

の増加額

24,706 10,566 19,897 3,548 2,239 5,827 6,499 73,286 ― 73,286

(注)１ 「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、以下の事業セグメントを

含んでおります。

　設備の保守・整備、情報処理業、保険代理業等

２ 調整額は、以下のとおりであります。

　 （１）セグメント利益の調整額△279百万円は、セグメント間取引消去額であります。

（２）セグメント資産の調整額59,897百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産92,864百万円、

セグメント間取引消去額△32,966百万円であります。全社資産の主なものは、当社の余資運用資金

（現金・預金及び有価証券）、長期投資資金（投資有価証券）等であります。

　 （３）減価償却費の調整額△437百万円は、セグメント間取引消去額であります。

３ セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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　 当連結会計年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

(単位：百万円)

交通事業 運送事業
不動産

事業

レジャー

・サービ

ス事業

流通事業

航空関連

サービス

事業

その他の

事業

(注)１

合計
調整額

(注)２

連結財務諸

表計上額

(注)３

営業収益

外部顧客に対

する営業収益
102,917 128,451 77,048 19,654 102,803 22,983 27,787 481,645 ― 481,645

セグメント間

の内部営業収

益又は振替高

2,078 450 8,354 352 8,469 ― 18,074 37,779 △37,779 ―

計 104,995 128,901 85,402 20,007 111,272 22,983 45,862 519,425 △37,779 481,645

セグメント利益

又は損失（△）
△17,866 2,350 10,667 △13,008 △2,185 1,959 1,752 △16,329 △24 △16,354

セグメント資産 516,326 122,313 302,226 29,674 37,073 27,219 74,547 1,109,381 81,749 1,191,131

その他の項目

減価償却費 18,351 6,985 6,013 1,233 1,185 2,279 3,710 39,760 △409 39,351

のれんの償却額 ― ― 351 ― ― ― 5 356 ― 356

減損損失 932 0 2,752 4,918 626 ― 103 9,334 ― 9,334

有形固定資産及

び無形固定資産

の増加額

16,869 8,788 11,037 1,623 786 4,920 3,911 47,937 ― 47,937

(注)１ 「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、以下の事業セグメントを

含んでおります。

　設備の保守・整備、情報処理業、保険代理業等

２ 調整額は、以下のとおりであります。

　 （１）セグメント利益又は損失の調整額△24百万円は、セグメント間取引消去額であります。

（２）セグメント資産の調整額81,749百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産110,521百万

円、セグメント間取引消去額△28,772百万円であります。全社資産の主なものは、当社の余資運用資

金（現金及び預金）、長期投資資金（投資有価証券）等であります。

　 （３）減価償却費の調整額△409百万円は、セグメント間取引消去額であります。

３ セグメント利益又は損失は、連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2019年４月１日
至 2020年３月31日)

当連結会計年度
(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

１株当たり純資産額 2,053.10円 1,891.76円

１株当たり当期純利益又は
１株当たり当期純損失（△）

146.89円 △146.29円

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

137.21円 ―

(注) １ 当連結会計年度における「潜在株式調整後１株当たり当期純利益」については、潜在株式は存在するもの

の、１株当たり当期純損失であるため記載しておりません。

　 ２ 「１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失」及び「潜在株式調整後１株当たり当期純利益」の算定

上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 2019年４月１日
至 2020年３月31日)

当連結会計年度
(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失

親会社株主に帰属する当期純利益又は
　親会社株主に帰属する当期純損失（△）(百万円)

28,879 △28,769

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益
　又は親会社株主に帰属する当期純損失（△）(百万円)

28,879 △28,769

普通株式の期中平均株式数(株) 196,606,065 196,656,567

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益調整額(百万円) ― ―

　(うち支払利息(税額相当額控除後)(百万円)) (―) (―)

普通株式増加数(株) 13,864,683 ―

(うち転換社債型新株予約権付社債(株)) (13,864,683) (―)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
当期純利益の算定に含まれなかった潜在株式の概要

―

３ 「１株当たり純資産額」の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当連結会計年度
(2021年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 438,401 407,512

純資産の部の合計額から控除する金額(百万円) 34,630 35,497

(うち非支配株主持分(百万円)) (34,630) (35,497)

普通株式に係る期末の純資産額(百万円) 403,771 372,014

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式
の数(株)

196,664,343 196,650,133
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　


